
 

ＮＰＯを運営していく上でボランティアの参加・協力は欠かせませんが、どのようにボランテ

ィアを募集したらよいのか、また、ボランティアに協力してもらいたいが安全管理に心配がある

などの相談がたびたび寄せられるようになっています。 
危険を伴う活動ではボランティア自身の安全確保についての取組みも必要ですが、ボランティ

アの関係する事故について、受入れた団体の法的責任を問われることがあります。子どもや高齢

者、女性など対人的な支援をする活動では、対象者を守るためにボランティアと約束しなければ

ならないことについて何を準備すればよいか迷う例も多いようです。 
今回のききマネ講座は、ボランティア募集と受入れの際のリスクとその管理の方法について、

アメリカの事例も参考にしながら一歩踏み込んだ学習と検討をすることを目的に開催します。 

と き  2006 年 11 月 14 日（火）19：00～21：00 

ところ  飯田橋セントラルプラザ 12階 Ａ･Ｂ会議室 
東京都新宿区神楽河岸 1-1（東京ボランティア・市民活動センターの上）

対 象  ボランティアを受入れるＮＰＯ・福祉施設の受入れ担当者、理事、スタッフ 
ボランティア・ＮＰＯ支援センターのコーディネーター 

講 師  中 原 美 香 さん （ＮＰＯリスク・マネジメント・オフィス代表） 

参加費  一人につき 3,000 円（当日受付でお支払い下さい） 

主 催  東京ボランティア・市民活動センター 
〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸 1-1 
TEL.03-3235-1171 FAX.03-3235-0050 http://www.tvac.or.jp/ 

共 催  ＮＰＯリスク・マネジメント・オフィス 

○でしょうか。×でしょうか。
 
□「ボランティアの起こした事故について団体は一切責任を負いません」と 

いう文に承諾のサインをしてもらっているので、団体には責任はない。  
□一度お願いしたボランティアは、やめてもらうことはできない。  
□ボランティアが来るか来ないかは、その日の朝にならないとわからない。 

ききマネ講座第４回 

 
～安心して活動してもらうためのボランティア・マネジメント～ 

答は、こちらで。 



 
 

●講師紹介● 

中 原 美 香 さん （ＮＰＯリスク・マネジメント・オフィス代表） 

日米での人権団体勤務などを経て、2000 年 12月、東京で「ＮＰＯリスク・

マネジメント・オフィス」をスタート。「いいことはうまくやろう！」をスロ

ーガンに、市民活動をリスク･マネジメントの観点から組織運営や事業実施見

直すことで、より効果的・効率的に社会変革が達成できるように支援する。そ 

のほか、「反差別、社会変革、ＮＰＯ、マネジメント」を軸として活動している。 

●参加申込● 

 下の参加申込書にご記入の上、東京ボランティア・市民活動センターへＦＡＸまたは郵送でお申

し込み下さい。会場の定員に達した場合申込みを締め切ります。締切り後に申込みがあった場合以

外はとくに受付通知のご連絡をいたしませんので、申込み後はそのまま当日会場にお越し下さい。 

●会場案内● 

 ＪＲ総武線飯田橋駅西口から徒

歩２分。地下鉄東西線・有楽町線・

南北線・大江戸線Ｂ２ｂ出口エスカ

レーターよりすぐ。（ホームより出

口までは時間がかかります。またセ

ントラルプラザは住宅棟でなく事

務棟の方ですのでご注意下さい。） 

 

ききマネ講座第４回「ボランティアのリスク・ここが心配」参加申込書 
→東京ボランティア・市民活動センター（熊谷・青柳・池澤／FAX.03-3235-0050） 

ふりがな 
氏  名 
団体内での役割（         ） 

所 属 
団体名 

    □自 宅 
連絡先＝□団体事務所 

□その他 
（職場等）

〒 

住 所 

(所在地) 

TEL               FAX 

E メール 
受講にあたり特にお聞きになりたい点 

※ご記入いただいた個人情報は主催者が適切に管理し、市民活動に関する研修等事業のご案内に利用させて
いただきます。個人情報の取扱いに関する方針はホームページ（http://www.tvac.or.jp/）をご覧下さい。 

他のＮＰＯ・ボランティアグループが実際に行なっている団体運営の仕方を聞きあう講座。 
情報誌「ネットワーク」に連載中の「ききマネ」～みんなでききあうＮＰＯマネジメント～にて事例
や活動も紹介中です。参加者同士の成功例や失敗例などの「生の声」を交換することで、市
民活動団体の運営がよりよくなることをめざしています。 

「ききマネ講座」 
とは？ 

１２ 


